
（1）北嶺会だより 平成23年４月25日

終 身 会 費 納 入 の お 願 い
　昭和61年度卒以降の同窓生には在学中に終身会費を納入して頂いていますが、

61年以前の卒業生には終身会費納入をお願いしてきました。未納者の方には「北

嶺会だより」の中に振込み用紙を同封してあります。ぜひとも納付をお願い申し

 上げます。     
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七
十
周
年
記
念
以
来
、
中
央

道
の
さ
く
ら
は
年
々
花
付
き
を

増
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は

枝
が
垂
れ
下
が
る
ほ
ど
に
咲
き
そ

ろ
い
、
四
月
六
日
、
満
開
の
下
を

二
三
七
名
の
新
入
生
と
父
兄
が
登

校
し
て
来
る
光
景
は
東
日
本
大

震
災
で
沈
ん
だ
な
か
、
久
し
ぶ
り

に
明
る
く
楽
し
い
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
今
回
の
震
災
で
は
会
員

シ
ス
テ
ム
が
威
力
を
発
揮
し
、
被

災
地
の
会
員
を
検
索
し
た
と
こ
ろ

二
五
〇
名
の
登
録
者
が
あ
り
、
そ

の
内
の
一
四
五
名
の
会
員
住
所
が

有
効
で
あ
る
こ
と
が
直
ぐ
に
判
明

い
た
し
ま
し
た
が
、（
青
森
二
名
、

岩
手
七
名
、
宮
城
十
二
名
、
秋
田

一
名
、
栃
木
十
二
名
、
茨
城
十
二

名
、群
馬
十
一
名
、千
葉
八
八
名
）

連
絡
手
段
が
な
く
安
否
を
気
に
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
関
東
支
部
よ
り

宮
古
市
在
住
の
妙
応
院
住
職
の
稲

用
正
福
氏
に
連
絡
が
と
れ
家
族
全

員
無
事
で
あ
っ
た
と
報
告
が
届
き

ま
し
た
。
震
災
後
二
週
間
あ
ま
り

様
々
な
情
報
機
関
を
検
索
し
連
絡

が
と
れ
た
関
東
支
部
か
ら
の
報
告

は
被
災
地
の
人
の
安
否
確
認
の
難

し
さ
を
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、「
北
嶺
会
だ
よ
り
」
に

つ
い
て
は
昨
年
の
総
会
で
ご
承
認

頂
き
ま
し
た
通
り
今
回
よ
り
平
成

元
年
以
降
の
会
員
に
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、「
北
嶺
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
に
は
、
掲
載
企
業
の
募
集
を

行
い
進
め
て
お
り
ま
す
。
進
め
て

い
る
な
か
で
就
職
採
用
希
望
企
業

と
就
職
希
望
の
会
員
が
利
用
で
き

る
コ
ー
ナ
ー
の
必
要
な
こ
と
に
気

づ
き
開
設
し
て
行
く
事
と
い
た
し

ま
し
た
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、「
旅
行
同
好
会
」
を
発
足

し
、
二
月
十
三
日
か
ら
十
四
日
、

同
窓
生
の
経
営
す
る
「
土
肥
ふ
じ

や
ホ
テ
ル
」（
五
九
年
卒
）
に
一

泊
の
旅
行
を
い
た
し
ま
し
た
。
計

画
は
富
士
宮
旅
行
（
四
〇
年
卒
）

が
担
当
し
ま
し
た
。
当
日
は
晴
天

で
前
日
の
雪
で
一
面
真
っ
白
な
天

ご　

挨　

拶
北
嶺
会
会
長

　

西　

川　

恒　

彦

ご　

挨　

拶

皇太子殿下行啓記念樹

城
を
越
え
、
素
晴
ら
し
い
ホ
テ
ル

で
楽
し
く
過
ご
し
、
翌
日
は
伊
豆

七
島
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
次
回
は
、
大
勢
の
方
の
ご

参
加
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

残
念
な
の
は
、
そ
の
旅
行
中
に
吉

田
廉
元
市
長
（
校
長
）
が
突
然
た

お
ら
れ
病
状
が
か
ん
ば
し
く
な
い

と
の
連
絡
が
あ
り
十
六
日
に
ご
逝

去
さ
れ
、
そ
の
前
日
に
は
、
市
川

正
樹
元
常
任
理
事
が
亡
く
な
る
な

ど
悲
報
が
続
き
ま
し
た
。
市
川
様

に
は
長
く
常
任
理
事
を
務
め
ら
れ

我
々
後
輩
の
指
導
と
活
動
に
ご
助

言
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
ま

た
、
お
二
人
に
は
七
〇
周
年
に
は

率
先
し
て
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
結

び
に
五
月
二
十
二
日
の
定
例
総
会

に
は
、
ぜ
ひ
と
も
ご
出
席
頂
き
た

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中央道満開の桜
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昨
年
の
「
北
嶺
会
だ
よ
り
」
に

て
特
集
し
ま
し
た
鈴
木
選
手
（
平

成
十
七
年
度
卒
）
が
大
活
躍
！！
。
昨

年
六
月
開
催
の
、
陸
上
日
本
選
手
権

男
子
棒
高
跳
び
に
お
い
て
、
日
本
一

と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
活

躍
が
認
め
ら
れ
、
第
五
九
回
静
岡
新

聞
社
・
静
岡
放
送
ス
ポ
ー
ツ
賞
（
静

岡
県
ス
ポ
ー
ツ
界
の
振
興
に
貢
献
し

た
、
各
種
競
技
大
会
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
選
手
を
た
た
え
る
賞
）
の

優
秀
選
手
賞
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

以
下
に
そ
の
時
の
記
事
を
掲
載
い
た

し
ま
し
た
。

　

鈴
木
選
手
は
昨
年
よ
り
、
チ
ー
ム

ミ
ズ
ノ
に
所
属
し
、
世
界
陸
上
出
場

を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

2011 北嶺会総会 ご　案　内ご　案　内2011 北嶺会総会

受　付：午後１時

総　会：午後２時

懇親会：午後３時

！！

｜
静
岡
新
聞 

平
成
二
十
三
年
一
月
十
七
日 

朝
刊
掲
載
｜

2010
年

と　き：平成23年５月22日（日）

ところ：クリスタルホール パテオン

会　費：5,000円（女性3,000円）

　

平
成
十
七
年
度
卒

 
鈴
木
選
手

 

日
本
選
手
権

　

男
子
棒
高
飛
び

　
　
　

優　

勝
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菅
谷
宗
弘
選
手
は
、
北
高
を
卒
業

後
愛
知
県
に
あ
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱

陸
上
長
距
離
部
に
入
り
、
徐
々
に
力

を
つ
け
、
現
在
チ
ー
ム
の
主
力
選
手

ン
カ
ー
）
を
走
り
、
区

間
五
位
の
走
り
を
見
せ

チ
ー
ム
五
位
に
大
き
な

貢
献
を
し
ま
し
た
。
今

年
は
チ
ー
ム
の
優
勝
、

区
間
三
位
を
目
指
し
て

大
会
に
挑い
ど

み
ま
し
た
。  

　

レ
ー
ス
は
一
区
四

位
と
好
位
置
で
ス
タ
ー

ト
。
二
区
九
位
、
三
区

一
位
、
四
区
一
位
。
五

区
は
菅
谷
選
手
、
十
秒

差
を
つ
け
て
タ
ス
キ
を

も
ら
う
。
二
位
、
三
位

　

今
年
一
月
一
日
に
行
な
わ
れ
た
、
第
55
回
全
日
本
実
業
団
駅
伝
大
会

「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
」
に
て
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

そ
の
チ
ー
ム
の
中
で
、
北
高
平
成
八
年
度
卒
の
菅
谷
宗
弘
選
手
が
五
区

を
走
り
優
勝
に
大
き
な
貢
献
を
果
し
ま
し
た
。

  
平
成
八
年
度
卒

　

菅

谷

選

手
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝

 

優
勝
に
大
貢
献

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
で
は
七
区
（
ア

草野光春税理士事務所
税理士　草　野　光　春
　　　　　　　　　（S42 年度卒）

富士市永田町１丁目 15 番地　TEL（0545）52 － 4128

キャルシステム販売有限会社

部　長　松　井　博　之

昭和60年度普通科卒

と
激
し
い
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
の
末
、

ト
ッ
プ
と
三
秒
差
の
三
位
で
タ
ス

キ
を
渡
す
。
こ
の
菅
谷
選
手
の
粘
り

が
、
六
区
三
位
、
そ
し
て
七
区
、
壮

絶
な
ス
パ
ー
ト
合
戦
を
制
し
て
の
初

優
勝
へ
と
つ
な
が
っ
た
。優
勝
後「
絶

対
に
優
勝
す
る
と
い
う
強
い
気
持
ち

を
持
っ
て
走
る
こ
と
が
で
き
た
。
本

当
に
最
高
の
チ
ー
ム
メ
ー
ト

な
の
で
み
ん
な
に
感
謝
し
て

い
る
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

区
間
記
録
は
五
位
と
健
闘
し

た
。

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
陸
上

長
距
離
部
は
、
愛
知
県
田

原
市
を
練
習
拠
点
と
し
て
お

り
、
一
月
六
日
、
田
原
市
役

所
に
て
優
勝
報
告
セ
レ
モ

ニ
ー
が
開
催
さ
れ
、
市
長
を
は
じ
め

多
く
の
人
々
に
祝
福
さ
れ
ま
し
た
。

菅 谷 選 手

優勝報告（田原市役所前）　左から５人目

ニューイヤー駅伝

菅
谷
選
手
ら
優
勝
メ
ン
バ
ー
が
喜
び

の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

菅
谷
選
手
の
将
来
の
目
標
は
「
マ

ラ
ソ
ン
で
二
時
間
十
分
を
切
る
」
こ

と
。
自
己
ベ
ス
ト
は
、
昨
年
三
月
の

「
び
わ
湖
毎
日
マ
ラ
ソ
ン
」
で
の
二

時
間
十
五
分
七
秒
。

　

今
年
も
三
月
「
び
わ
湖
毎
日
マ

ラ
ソ
ン
」
に
出
場
す
る
が
記
録
は
二

時
間
十
七
分
五
四
秒
と
残
念
な
結
果

と
な
り
、
順
位
も
昨
年
の
九
位
か
ら

三
十
位
と
下
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
テ
レ
ビ
で
も
そ
の
走
る
姿
が

映
し
出
さ
れ
、
日
本
実
業
団
の
期
待

さ
れ
る
選
手
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ

か
り
ま
し
た
。

　

来
年
の
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
で
の

活
躍
と
、
マ
ラ
ソ
ン
で
二
時
間
十
分

を
切
る
こ
と
を
強
く
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

びわ湖毎日マラソン　ゴール直前の走り
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収　入　の　部

入　会　金 2,904,000

会　　　費 168,000

雑　収　入 91,359

繰　越　金 4,046,634

合　　　計 7,209,993

支　出　の　部

事　業　費 1,450,000

運　営　費 2,666,128

管　理　費 466,029

収支剰余金 2,279,836

積　立　金 300,000

そ　の　他 48,000

合　　　計 7,209,993

受付風景

総会会場風景

校長あいさつ

　

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
三
日

（
日
）二
十
二
年
度
北
嶺
会
総
会
と
懇

親
会
が
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
・
パ
テ

オ
ン
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
番
幹
事
の
尽
力
に
よ
り
、
大
勢

の
同
窓
生
・
恩
師
の
出
席
の
も
と
盛

大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。又
本
年
は
、

バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
五
輪
に
出
場
し

た
田
山
選
手
親
子
も
出
席
し
、
盛
り

上
り
を
み
せ
ま
し
た
。

21年度会計報告

懇親会

総 会

北
嶺
会
総
会
と
懇
親
会

▲ 会長あいさつ

田山選手あいさつ

若い女性たち　
も参加

ちょっとひとこと

出席者全員での北嶺讃歌 熱唱
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北

嶺

会

入

会

式

　

二
月
二
十
八
日
、
二
四
二
名
の
卒

業
生
が
北
嶺
会
に
入
会
し
ま
し
た
。
入

会
式
の
あ
と
、
後
藤
修
一
氏
よ
り
「
人

と
の
出
会
い
、
仲
間
を
大
切
に
」
と
題

し
て
、
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〈
生
徒
代
表
挨
拶
〉

　

卒
業
生
代
表
と
し
て
、
住
吉
優
君

よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

三
年
前
の
北
高
の
門
を
く
ぐ
り
桜

並
木
の
中
央
道
に
足
を
ふ
み
入
れ
た

て
の
大
い
な
る
学
び
、
三
年
間
の
先

生
方
の
御
指
導
へ
の
感
謝
、
同
窓
会

の
皆
様
方
の
御
支
援
へ
の
感
謝
を
述

べ
た
。

　

最
後
に
、「
今
後
は
伝
統
あ
る
北

高
の
先
輩
方
の
よ
う
に
全
て
に
お
い

て
誠
実
に
堅
実
に
努
力
し
て
ゆ
く
こ

と
を
お
誓
い
し
、
今
後
と
も
御
指
導

賜
り
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
」
と
結
ん
だ
。

　昭和59年度商業科卒業後、
専門学校に進み現在は自営業
で、有限会社後藤倉庫でお客
様の大切な荷物の管理に携わ
る。
　20歳より地元の消防団に
入団し、分団長を経て現在は
団本部指導副部長として自分
の住んでいる地域・町・家族
を火災から守る活動をしてい
る。
　自分の仕事と消防団との両
立について述べ、消防団に入
り思いやりの心と規律の大切
さ、あいさつで始まり、あい
さつで終わる事。年齢の離れ
た、通常では出会う事のない
沢山の仲間と出会え、人との
接し方も学べた。
　自分の気持ちに余裕ができ
たら、消防団やその他のボラ
ンティア活動にも目を向けて
ほしい。これからの人生の中
で、いろいろな悩みが出てく
ると思う。心から相談できる・
心配してくれる。また、一緒
に笑いあえる仲間や友達をつ
くってほしい。
　結びに！！

・人に言われてからではな
　く自分から、当たり前の
　ことを当たり前に自分の
　頭で考え、進んで行動す
　る事！！
・校訓の「覇気・信念・明朗」
　すばらしい校訓を教訓に
　して頑張れ。
　まずは行動する事！！
・進学する人も就職する人
　も社会に出てからも富士
　宮北高を卒業したことを
　誇りに思い、これからの
　人生を歩んでください。
　会場にいる242名の仲間・
友達・北高３年間で出会っ
た先輩・後輩・先生方。
　人と人が出会うというの
は「奇跡的な事だと思いま
す。」君たちが出会った人達、
これから出会う人をいつま
でも大切にしてください。
　皆さんの、大きな夢が実
現できますようにお祈りし、
結びとします。

記念講演

「人との出会い 仲間を大切に」
富士宮市消防団 団本部指導副部長 後 藤 修 一

　

平
成
二
十
二
年
五
月

二
十
三
日
（
日
）
定
時

総
会
に
お
い
て
、
同
窓

会
の
存
在
意
義
と
し
て
、

会
員
間
の
友
誼
を
図
る

目
的
に
、
趣
味
や
特
技

な
ど
を
通
し
て
の
同
好

会
設
立
が
本
年
度
の
目

的
の
一
つ
と
し
て
掲
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
役
員
会
承

認
の
上
、
西
川
会
長
を

中
心
に
役
員
会
に
て
旅

行
の
方
面
、
宿
泊
地
等

の
検
討
に
入
り
ま
し
た
。

第
一
回
の
旅
行
と
し
て
は

同
窓
生
の
経
営
し
て
い
る

施
設
は
ど
う
か
と
い
う
声
が
上
が
り
、

そ
の
方
向
で
検
討
に
入
り
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
昭
和
五
十
九
年
度
卒
後
藤

一
之
氏
が
経
営
す
る
西
伊
豆
土
肥
温
泉

「
土
肥
ふ
じ
や
ホ
テ
ル
」
様
を
宿
泊
先
と

し
て
計
画
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

岡
村（
前
）会
長
夫
妻
を
は
じ
め
、

夫
婦
参
加
者
三
組
、
男
女
合
わ
せ

て
二
十
一
名
の
参
加
を
得
て
下
記

の
行
程
で
行
い
ま
し
た
。

　

修
善
寺
〜
天
城
峠
〜
白
浜
海
岸

〜
弓
ヶ
浜
〜
堂
ヶ
島
〜
黄
金
崎
〜

土
肥
温
泉

　

当
日
は
昨
夜
来
か
ら
の
雨
が
上

が
り
好
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
天

城
峠
越
え
で
は
雪
景
色
が
見
ら
れ

全
員
そ
の
風
景
に
見
と
れ
大
変
感

動
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
白
浜

海
岸
か
ら
の
伊
豆
七
島
の
絶
景
、

弓
ヶ
浜
の
菜
の
花
畑
、
黄
金
崎
か
ら

の
富
士
を
堪
能
致
し
ま
し
た
。
ふ
じ
や

ホ
テ
ル
で
は
女
将
の
配
慮
に
よ
り
豪
華

な
部
屋
、
美
味
な
夕
食
、
楽
し
い
懇

親
会
等
満
足
し
た
旅
行
で
し
た
。
二

回
目
の
行
き
先
に
も
話
が
弾
み
ま
し

た
。
乞
う
ご
期
待
、
次
回
の
参
加
者

を
募
り
ま
す
。

　

こ
の
旅
行
計
画
は
河
野
正
篤
（
昭

和
四
十
年
度
卒
）
富
士
宮
旅
行
様
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
土
肥

ふ
じ
や
ホ
テ
ル
様
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

〃
会
員
の
皆
様
方
も
ぜ
ひ
ご
利
用

し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。〃

第１回北嶺会・旅行同好会　旅行記
　　　　　　　　　　　　山 田 充 宏 

時
の
感
動
、
そ
し
て

今
北
嶺
会
の
一
員
と

な
る
誇
り
。
学
校
生

活
や
部
活
動
を
通
し
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親　

睦　

会

日　

時

：

十
月
二
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
十
一
時
三
十
分
集
合

会
場
名

：

ホ
テ
ル
銀
座
ラ
フ
ィ
ー
ト

場　

所

：

中
央
区
銀
座
一

｜

二
十
六

｜

一

電　

話

：

０
３

｜

３
５
６
１

｜

０
７
７
７

最
寄
駅

：

都
営
浅
草
線
宝
町
一
番
出
口

　
　
　
　

か
ら
徒
歩
一
分

　
　
　
　

Ｊ
Ｒ
有
楽
町
駅
、
徒
歩
十
三
分

会　

費

：

男
性　

六
千
五
百
円

　
　
　
　

女
性　

五
千
円

　
　
　
　

学
生　

千
五
百
円

●
青
山
墓
地
墓
参
（
自
由
参
加
）

創
立
者
望
月
軍
四
郎
翁
の
墓
参

　
　

午
前
十
時
十
五
分
（
雨
天
決
行
）

・
集
合

：

青
山
墓
地
管
理
事
務
所
前

・
銀
座
線
外
苑
前
駅　

徒
歩
七
分

日
々
、
こ
ん
な
時
こ
そ
、
同
窓
生
で

懇
親
を
は
か
り
温
か
い
話
題
で
盛

り
上
げ
ま
し
ょ
う
。
故
郷
・
母
校
を

語
り
嘆
く
の
も
人
生
頑
張
っ
て
い
る

「
あ
か
し
」
で
す
。

　

今
ま
で
、
出
席
を
迷
わ
れ
て
い
た

方
々
も
、
お
気
軽
に
お
出
か
け
下
さ

い
。
人
生
・
更
な
る
楽
し
み
が
増
え

ま
す
。

　

次
に
、三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行（
Ｏ

Ｂ
を
含
め
十
五
名
在
籍
）
の
大
石
さ

ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　

 

「
我
が
家
の
富
士
山
」

　

四
十
一
年
普
通
科
卒　

大
石
正
夫

　

（
東
京
都
多
摩
市
在
住
）

　

先
般
、
東
京
も
大
地
震
に
見
舞
わ

れ
た
か
と
思
い
き
や
、
故
郷
の
富
士

宮
で
も
大
き
な
地
震
。
交
通
機
関
も

止
ま
り
帰
路
に
つ
け
ず
知
人
宅
に
泊

ま
る
始
末
。都
内
は
帰
宅
難
民
化
し
、

歩
い
て
、
五
・
六
時
間
か
け
帰
宅
し

た
方
も
多
い
。

　

私
は
四
十
四
年
前
に
富
士
宮
を
離

れ
、
旧
、
三
和
銀
行
（
現
在
の
三
菱

東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）
に
入
行
。
住
ま

い
も
、
新
宿
・
埼
玉
・
千
葉
を
転
々

関
東
北
嶺
会
だ
よ
り

親
睦
会
・
墓
参
・
延
期
の
お
知
ら
せ(

第
三
十
七
回) 

 
 
 

代
表
世
話
人　

須　

藤　

哲　

志　

　 

三
月
十
一
日
（
金
）
に
発
生
し
た

大
震
災
で
被
害
に
あ
わ
れ
た
皆
様
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

北
嶺
会
会
員
・
全
体
の
被
害
状
況

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
岩
手
県
宮
古

市
に
在
住
・
平
成
元
年
度
卒
の
ご
自

宅
が
海
に
近
く
全
壊
し
ま
し
た
が
避

難
さ
れ
家
族
四
人
ご
無
事
で
し
た
。

　

さ
て
、「
関
東
北
嶺
会
・
懇
親
会
・

墓
参
」
は
、政
府
の
「
過
度
の
自
粛
」

は
や
め
よ
う
と
報
道
さ
れ
た
が
、
外

出
の
安
全
等
を
考
え
・
最
高
幹
部
と

も
相
談
し
た
結
果
、
開
催
日
を
「
十

月
二
日
（
日
）」
に
延
期
致
し
ま
す
。

　

名
簿
等
の
不
備
で
ご
案
内
状
を
お

送
り
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

恐
れ
入
り
ま
す
が
、
下
記
の
遠
藤
幹

事
長
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

　

最
近
や
た
ら
と
、
暑
い
・
寒
い
・

大
雨
の
日
・
地
震
な
ど
、
異
常
気
象

や
社
会
の
変
動
に
ほ
ん
ろ
う
さ
れ
る

と
し
、
三
十
五
年
前
か
ら
「
花
の
東

京
・
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」
に
落
着

く
。
日
本
橋
ま
で
一
時
間
強
の
通
勤

地
獄
？
。
銀
行
入
行
は
、
私
が
一
番

上
で
現
在
Ｏ
Ｂ
を
含
め
十
五
名
在

籍
。
年
数
回
、
故
郷
や
北
高
を
思
い

一
杯
会
で
懇
親
を
図
っ
て
い
る
。

　

日
常
生
活
で
は
、
運
動
音
痴

の
私
が
、
二
十
五
歳
か
ら
の
ス
キ

ー
・
五
十
代
か
ら
テ
ニ
ス
・
六
十
代

か
ら
卓
球
と
、
忙
し
い
活
動
の
お
陰

で
心
配
の
痛
風
も
吹
き
飛
ば
す
。

「
我
が
家
の
富
士
山
」

　

自
宅
の
風
呂
は
銭
湯
に
描
か
れ

て
い
る
よ
う
な
、
西
伊
豆
か
ら
望
む

雄
大
な
富
士
山
画
が
湯
船
か
ら
拝
め

る
。最
初
は
妻
も
あ
き
れ
て
い
た
が
、

今
で
は「
い
い
富
士
山
だ
」と
絶
賛
。

　

富
士
宮
に
生
ま
れ
・
北
高
で
学
び
、

本
当
に
幸
せ
で
あ
る
と
実
感
す
る
次

第
で
す
。
残
さ
れ
た
人
生
は
何
年
あ

る
の
か
、
最
後
に
「
自
分
の
余
生
は

良
か
っ
た
」
と
思
え
れ
ば
幸
せ
で
あ
る
。

●
問
合
せ
先　

　

遠
藤
幹
事
長
携
帯
電
話　

　

０
９
０
｜
１
９
９
８
｜
５
０
４
７

（
お
気
軽
に
）

　

謹
ん
で
震

災
被
害
の
お

見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

都市近代化事業協同組合（東京）
全国一律単価ガソリンカード（法人専用）
エネオス・JOMO・Ｕ 1（出光・宇佐美共用）
エクソンモービル・鈴与カード
ETCコーポカード（割引の大きい法人専用）
                                                    （柚野中卒）
お問合わせ先 03－5272－5090 遠藤（36年度卒）

東北・関東震災被害の
お見舞い申しあげます。 
車いすサポート・東京ハイヤー(有)

代表取締役　須 藤 哲 志
（35年普通卒・富士市岩松中卒）

東京都大田区久が原　03-5747-1413  

アニマルメディカルセンター

病院長　渡辺　泰章
（43年度普通科卒）

CTスキャナーを揃えた日本で一番大きい動物病院

神奈川県川崎市中原区新丸子2－890－10

北嶺会ホームページを
　　　　ご利用下さい！
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国
公
立
大
学
８
名

静
岡
大
学
（
２
）・
信
州
大
学
・

山
梨
大
学
・
大
分
大
学
・
静
岡
県

立
大
学
（
２
）・
県
立
広
島
大
学

私
立
大
学
83
名

常
葉
学
園
大
学
・
富
士
常
葉
大
学
・

東
海
大
学
・
順
天
堂
大
学
・
聖
隷

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
大
学
・
静
岡
英

和
学
院
大
学
・
静
岡
産
業
大
学
・

浜
松
大
学
・
神
奈
川
大
学
・
関
東

学
院
大
学
・
横
浜
商
科
大
学
・
山

梨
学
院
大
学
・
日
本
大
学
・
工
学

院
大
学
・
明
治
大
学
・
明
治
学
院

大
学
・
創
価
大
学
・
流
通
経
済
大

学
・
大
正
大
学
・
朝
日
大
学
・
中

京
大
学
・
岐
阜
女
子
大
学
・
大
阪

芸
術
大
学
・
奈
良
大
学　

他

平
成
二
十
二
年
度
の
進
学
状
況
報
告

　

校
長
あ
い
さ
つ

【
４
年
制
大
学
へ
の
進
学
】

　

国
公
立
大
学
に
は
２
名
が
前
期
（
一

般
）
試
験
で
、
６
名
が
推
薦
、
Ａ
Ｏ
入

試
で
合
格
し
ま
し
た
。
私
立
大
学
に
は

延
べ
106
校
に
合
格
し
、
92
名
が
進
学
し

ま
し
た
。

　

大
学
入
試
は
全
般
に
易
化
傾
向
に
あ

る
と
は
い
え
、
国
公
立
大
学
や
人
気
の

高
い
私
立
大
学
は
依
然
と
し
て
難
し
く
、

難
関
大
学
と
合
格
し
や
す
い
大
学
と
に
二

極
化
し
て
い
る
状
況
で
す
。

●
主
な
進
学
先

【
短
期
大
学
、
専
門
学
校
へ
の
進
学
】

　

長
引
く
経
済
不
況
を
反
映
し
、
専

門
学
校
へ
の
進
学
者
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
資
格
取
得
の
実
績
の
あ
る

学
校
、
就
職
実
績
の
高
い
学
校
を
選
択

す
る
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

受
験
方
式
は
４
年
制
大
学
入
試
と

同
様
、
推
薦
入
試
を
利
用
す
る
傾
向
が

い
っ
そ
う
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

●
主
な
進
学
先

北 

高 

だ 

よ 

り

清 水　 哲 

短
期
大
学
31
名

静
岡
県
立
大
学
短
期
大
学
部
・
東

海
大
学
短
期
大
学
部
・
日
本
大
学

短
期
大
学
部
・
常
葉
学
園
短
期
大

学
・
静
岡
英
和
学
園
短
期
大
学
部
・

鶴
見
大
学
短
期
大
学
部　

他

専
門
学
校
51
名

富
士
市
立
看
護
専
門
学
校
・
静
岡

医
療
セ
ン
タ
ー
付
属
静
岡
看
護
学

校
・
白
寿
医
療
学
院
専
門
学
校
・

富
士
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門

学
校
・
鈴
木
学
園
中
央
調
理
製
菓

専
門
学
校
・
沼
津
情
報
ビ
ジ
ネ
ス

専
門
学
校
・
大
原
法
律
公
務
員
専

門
学
校
・
文
化
服
装
学
院
・
東
京

ア
ナ
ウ
ン
ス
学
院
・
山
野
美
容
専

門
学
校
・
東
放
学
園
音
響
専
門
学

校　

他 　

〒419－0201 静岡県富士市厚原1250－2

三
月
上
旬
、
本
校
隣
接
地
に
建
設
が

進
め
ら
れ
て
い
た
県
立
富
士
特
別
支

援
学
校
「
富
士
宮
分
校
」
高
等
部
の
校

舎
が
完
成
し
た
。
入
学
定
員
は
一
学
年

三
ク
ラ
ス
二
十
七
人
で
、
三
学
年
が
揃

う
と
九
ク
ラ
ス
八
十
一
人
と
な
る
（
一

ク
ラ
ス
九
人
定
員
）。
今
年
初
め
て
一

学
年
二
十
七
人
が
入
学
す
る
四
月
七
日

（
木
）、
安
倍
徹
県
教
育
長
を
は
じ
め

多
く
の
来
賓
の
皆
様

の
御
臨
席
を
い
た
だ

き
開
校
式
を
盛
大
に

本
校
体
育
館
で
挙
行

い
た
し
ま
し
た
。

　

富
士
宮
分
校
に
在

籍
す
る
生
徒
は
、
単

一
の
障
害
が
あ
る
も

の
の
、
卒
業
後
は
就

職
し
自
立
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
職
場
体

験
や
就
職
で
富
士
・

富
士
宮
地
区
の
会

社
、
商
店
の
方
々
に

御
理
解
を
い
た
だ
け

れ
ば
、
よ
り
良
い
学
習
成
果
に
繋
が
る

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
高
と
高
等
部
の
間
で
は
、
同
じ
年

代
の
生
徒
同
士
の
共
生
・
共
育
と
し
て

文
化
祭
・
体
育
祭
な
ど
の
学
校
行
事
、

部
活
動
を
一
緒
に
行
っ
た
り
、
音
楽
、

美
術
、
家
庭
、
体
育
の
授
業
で
施
設

の
共
用
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
高

の
生
徒
に
と
っ
て
は
、
障
害
を
持
っ
た

方
々
と
触
れ
合
う
中
で
学
ぶ
べ
き
こ
と

が
多
く
あ
り
、
思
春
期
に
そ
う
し
た
体

験
を
す
る
こ
と
が
、
そ
の
後
の
社
会
人

と
し
て
成
長
し
て
い
く
上
で
貴
重
な
体

験
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。共
に
育
ち
、

共
に
生
活
し
て
い
く
北
高
生
の
成
長
を

温
か
い
目
で
見
守
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲
完
成
校
舎

▲

北
嶺
会
館
南
側
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主
な
就
職
先　
　

テ
ル
モ
・
東
京
電
力
・
Ｊ
Ｒ
東
海
・
富
士
宮
信
用
金
庫
・
ア
マ
ダ
・
西
川
商
事
・

日
本
軽
金
属
・
ニ
ッ
ピ
コ
ラ
ー
ゲ
ン
工
業
・
ポ
リ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
・
呉
竹
荘
・
ジ
ヤ
ト
コ
・
マ
ル
ダ
イ
・

プ
ラ
イ
ム
ベ
ー
カ
リ
ー
・
高
尾
製
紙
・
明
治
製
紙
・
大
宮
製
紙
・
王
子
パ
ッ
ケ
イ
ジ
ン
グ
・
王
子
板
紙
・

富
士
運
送
・
朝
霧
高
原
開
発
・
エ
リ
エ
ー
ル
ペ
ー
パ
ー
テ
ッ
ク
・
小
林
製
作
所
・
大
徳
食
品
・
ビ
ヨ
ン
ズ
・

日
本
デ
リ
カ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
大
場
機
工
・
井
上
機
工
・
医
療
法
人
顕
正
会
・
医
療
法
人
エ
ー
ア
ー
ル
テ
ィ

エ
ス
・
ち
は
る
歯
科
・
休
暇
村
富
士
・
日
本
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
・
サ
ン
カ
プ
セ
ル
・
富
士
大
洋
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ン
グ
・
高
木
産
業
・
ミ
ヤ
マ
工
業
・
カ
ナ
エ
工
業
・
ア
サ
ン
テ
・
ア
リ
メ
ン
ト
工
業
・
富
士
山
ポ
ー

ト
リ
ー
・
佐
藤
精
機
・
富
士
ハ
ン
プ　

等

広
報
編
集
委
員

市
川　

緑
・
木
内
久
仁
彦
・
山
田
充
宏
・

太
田
精
一
・
吉
田
晴
幸
・
矢
辺　

毅
・
石

川
昌
之
・
吉
澤
廣
美
・
佐
野
正
之
・
塩
川

達
明
・
今
村
一
徳
・
佐
野
嘉
則
・
松
井
博

之
・
鍋
田
信
太
郎
・
渡
井
美
哲
・
佐
野
明

宣
・
中
島
博
和

平
成
二
十
二
年
度
の

就
職
状
況
報
告

　

平
成
二
十
二
年
度
は
、
一
昨
年
の
金

融
危
機
に
は
じ
ま
り
百
年
に
一
度
と
い

わ
れ
る
世
界
的
な
経
済
不
況
を
背
景
に

企
業
の
生
産
活
動
が
落
ち
込
み
、
そ
の

影
響
で
雇
用
情
勢
も
回
復
せ
ず
、
二
年

連
続
で
就
職
活
動
に
も
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
が
、
本
校
で
は
入
社
試
験

開
始
後
三
ヶ
月
半
で
就
職
を
希
望
し
た

生
徒
全
員
が
内
定
を
い
た
だ
き
、
無
事

荒
波
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
三
年
間
生
徒
が
高
い
目
標

を
持
ち
続
け
、
日
々
勉
学
・
部
活
動
等

継
続
し
て
努
力
を
積
み
重
ね
、
資
格
取

得
に
も
良
く
努
力
し
独
自
の
付
加
価
値

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
結
果
の

表
れ
で
あ
る
と
と
も
に
、
多
く
の
方
々

の
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
お
陰
で
あ
る
と

心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

日
本
全
体
が
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

て
し
ま
い
、
雇
用
情
勢
に
も
厳
し
い
状

況
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
全
職
員
一
丸

と
な
っ
て
、
生
徒
が
就
職
先
に
よ
り
よ

く
適
応
し
、
進
歩
・
向
上
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
就
職
指
導
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

●
内
定
者
の
科
別
内
訳

　
　

商
業
科　

男
子　

二
十
六
名　

　
　
　
　
　
　

女
子　

二
十
二
名 

　
　
　
　
　
　

合
計　

四
十
八
名

　
　

普
通
科　

男
子　

十
三
名 

　
　
　
　
　
　

女
子　

五
名 

　
　
　
　
　
　

合
計　

十
八
名

部 活 動 報 告
　　　　　　　今回は全国大会・東海大会出場を掲載いたしました。
　　　　　　　県大会等についてはホームページをご覧ください。

　　　　宮北ホームページアドレス　http://www.fkh.ed.jp

熱
く
燃
え
た
夏

野
球
と
共
に

!
!

　運　動　部

〈男子ソフトテニス部〉

・第57回東海高校総体－団体戦　ベスト８

・全国高校総体－個人戦出場　

　　　　　　　　渡井大希・和田卓真

・第39回ハイスクールジャパンカップ2010

　　　　　　　　個人戦出場

　　　　　　　　渡井大希・和田卓真

・第65回国民体育大会－団体戦（少年男子）出場

〈女子ソフトテニス部〉

・第57回東海高校総体

　　　　　　　　　団体戦出場・個人戦２ペア出場

・全国高校総体－個人戦出場　

　　　　　　　　天野舞子・望月真梨奈

・第29回東海高校選抜－団体戦出場

〈相撲部〉

・東海高校新人相撲大会－団体戦出場

　　　　　　　　　　　　個人戦出場　西本雄大

〈女子バドミントン部〉

・第39回東海高校選抜－団体戦出場

〈陸上部〉

・東海高校新人陸上選手権大会

　　　　やり投げ　掘水航司、400ｍ障害　森 裕紀

　文　化　部

〈簿記珠算部〉

・第32回東海地区高等学校商業実務総合競技会

　　　　　　　　　　〈珠算の部〉出場　清美沙紀


